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考えても出てこない。
当社ロジスティクス・サポート事業

部は海外へ輸出する設備や部品を安全
に輸送する為の輸出梱包業務を行って
います。障害者雇用の必要性は前々か
ら認識していました。しかし、何から
始めれば良いかわからず、インター
ネットで検索し、企業応援センターか
わさき（以下：応援センター）を知り、

すがる思いで訪問しました。「川崎駅
からバスで40分と決して立地の良くな
い場所で、障害者雇用に何が必要です
か？」と尋ねました。応援センターの
職員の方からは「何をやってもらった
ら助かりますか、そこから仕事を創り
だしましょう」と提案がありました。
2019年10月のことでした。

仕事の創り出し、業務スケジュールの作成
翌週には当ＬＳセンターに、応援セ

ンターの職員の方が来社され、業務内

容を見てもらいました。仕事の創り出

し方法では、各課ごとに業務内容を書

きだして、難易度を表記すること、業

務スケジュールの作成について教えて

頂きました。

今まで障害者の方と仕事をする機会

がなく、一日にどれくらいの仕事がで

きるのかすら分かりません。求職者の

多くは、精神疾患の方と伺い、コミュ

ニケーションや安定した勤務ができる

のか更に不安が募ります。

2019年11月に川崎市障害者雇用促

進ネットワーク会議に参加して、就労

移行支援事業所の見学や障害者雇用に

関わる助成金制度等の説明を受けまし

た。2020年3月には応援センターに再

度設定して頂き、2か所の支援機関を

訪問し、通所している方々と会話する

場を設けて頂きました。雇用に向けて

社内での意識が高まりました。

神奈川県障害者雇用促進センターに

よる出前講座の提案があり、3月に実

施する予定でした。新型コロナウイル

スによる緊急事態宣言の発出に伴い、

延期となり、6月に管理者向け・現場

職員向けとそれぞれ実施して頂きまし

た。分かりやすい説明で、障害ごとの

特性や障害者との接し方、配慮事項な

どの理解が深まり、障害者雇用に向け

て希望が見えてきました。

自分たちが知ることから
特例子会社の株式会社湘南ゼミナー

ルオーシャンに訪問し、精神疾患の方
が就労している様子を拝見、K-STEP
の活用方法を教えて頂きました。

“Happy Life Solution Company”を
掲げ、果たすべき役割のひとつとして
障害者雇用を進めている、株式会社
ビームス ロジスティクス本部南砂セン
ターに訪問し、精神疾患の方、聴覚障
害の方、知的障害の方から話をうかが
いました。皆さんが気持ちよく仕事を
している様子を見て、LSセンターで障
害者雇用が本当にできるのか？と悩ん
でしまいました。

7月に職場見学会を支援者向け、就

労希望者向けと開催して、職場体験実
習を実施することになりました。実習
を始める前に、受け入れる予定の社員
に対して、簡単なレクチャーを行って
頂きました。職場実習を9月に行い、
実際に実習を受け入れたことで、一日
の業務量や、指示の出し方、マニュア
ルの作り方、支援機関との対応の仕方
が分かりました。残念ながらこのとき
は縁がありませんでした。すぐに応援
センターの職員の方に来社頂き、課題
を整理しました。11月～12月に2回目
の見学会と職場体験実習を実施し、採
用面接を経て1名の採用が決定しまし
た。2021年3月から就労しています。
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初めての就職で緊張しましたが、皆
さんがとても優しくて、分からないこ
とがあったら、丁寧に教えてくれます。
会社の方や就労移行支援事業所の支援
員のサポートがあって、働くことがで
きています。

株式会社ビームスロジスティクス本部
南砂センター見学

神奈川県障害者雇用促進センター
出前講座



○ 雇用相談 ○

•障害者雇用を考えている企業様、既に障害者を雇用している企業様からのご相談を承ります。

•障害者雇用を進めることで、新たな人材の確保につながるようサポートします。

•まずはお気軽にご相談ください。相談費用は無料です。

○ 川崎市障害者雇用促進ネットワーク会議企画・運営 ○

•川崎市健康福祉局障害保健福祉部 障害者社会参加・就労支援課 が定期的に開催するネットワー

ク会議の企画及び運営を行っています。

•企業の皆様と障害者就労支援機関及び行政が一体となって、障害者雇用という視点から、地域の活

性化のため学習会や情報の共有を図っています。

○ 短時間雇用プロジェクトの運営 ○

•川崎市が平成２８年から実施している「短時間雇用プロジェクト」の運営を行っています。

•当センターと市内の就労支援機関が、働きたい方と企業様のニーズをマッチングする事業です。

•ご興味のある企業様がございましたら、ご相談ください。

○ 就労体験 ○

•ＮＰＯ法人ピープルデザイン研究所様と協力し、市内の就労支援機関などで支援を受けている方へ

の就労体験の機会提供にむけた準備・運営をサポートしています。川崎フロンターレや川崎ブレイ

ブサンダースといった川崎市を拠点とするプロスポーツチームの試合前の準備、イベントでの設営

などを、ボランティアの皆様と一緒に障害者がお手伝いをしています。

社会福祉法人 県央福祉会 企業応援センターかわさき
【窓口開所時間】
平日 ９：３０～１７：３０
原則 土曜日・日曜日・祝日・年末年始は休み
【住所】
〒210-0001
神奈川県川崎市川崎区本町2-8-14 松永ビル802号室
電話：044-589-8231／FAX：044-589-8236
E-Mail kigyou-ouyen@tomoni.or.jp
ホームページ https://www.kigyououyen-kawasaki.online/
ＪＲ線、京急線 川崎駅から徒歩１０分
旧東海道 本町１丁目交差点の先です。

川崎市から委託を受けた企業の障害者雇用をサポートする機関です。

みんなですすめましょう 障害者雇用
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